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研究概要

テレビ、インターネット、携帯電話により天気予報を知らせるサービスは多くなった。例えば、携帯電話のiチャンネルにより登録先の天気情報が１週間分と今日の天気予報を３時間ごとに分けて表示している。しかし、３時間ごとの天気がわかったとしても、きっちりとその時間に晴れたり、雨が降ったりとした保証はない。

そこで本研究では、各地の個人利用者からリアルタイムな天気情報を収集し、それらの情報を元にし、天気情報を共有したり、個人利用者に対して、必要となる天気情報と適宜提供する仕組みを検討する。
研究目的

　信頼性が高い気象情報と各地一般個人からの現在地の天気予報を組み合わせた天気予報情報サイトにより、利用者が出かける、出かけた際に必要となる判断材料の提供準備を支援することを目的とする。
期待される効果
　利用者が出かける時や出かけている最中に、天気が崩れるといったことは少なくない。そこで、各地の一般個人から現在地の天気情報を収集し自分が利用するときに、自分の場所の天気はどのように変化するかがわかり対策が出来る。また、一般個人からの天気情報が多ければより詳しい天気の流れを知ることが出来、天気情報の精度が高まる。
研究項目

・一般個人の発信する情報のメリット、デメリット

・移動する人にとって必要な天気情報

・一般個人から天気情報を収集し、提供する仕組み

・システムの設計、実装、及び評価

・各個人が利用する仕組み
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